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Abstract 

We investigated the food habits of raccoon dogs living on the Musashi Academy Campus (7.8 ha), 

which has a small isolated forest, in Nerima Ward, Tokyo, by analyzing seeds and artificial materials 

found in the fecal piles of two different latrine sites on campus. The fecal analyses found six kinds of 

seeds (Celtis sinensis, Diospyros lotus, Melia azedarach, Aphananthe aspera, Diospyros kaki and 

Cucurbitaceae) and artificial materials such as shoe straps, an earphone, a piece of cloth and artificial 

grass. Based on the fecal analyses, we also estimated the behavioral pattern of the raccoon dogs by 

identifying the location, in and around the study area, of the trees bearing the seeds under investigation. 

Most of the fruit trees bearing the seeds are within the campus, while Diospyros kaki is not. This 

indicates that the raccoon dogs go in and out of the campus, and also that they get some food outside 

the campus. However, the proportion of seeds of fruits eaten outside the campus was as low as 4%. 

This means that most of the fruits that the raccoon dogs ate were from the trees on campus, suggesting 

that, from autumn to winter, the campus can provide the raccoon dogs with most of their diet even 

though it only has a small isolated forest. In addition, although there are a number of ginkgo trees 

(Ginkgo biloba) planted on campus, ginkgo seeds, which are generally considered to be raccoon dogs’ 

favorite, were not found from the feces. 
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要 旨 
2018 年 3 月に武蔵学園構内（東京都練馬区）でハクビシン捕獲用の箱罠に疥癬とみられ

るタヌキが混獲された。この個体は構内に生息するタヌキとは明らかに別個体で学外から

迷い込んだものと考えられる。2017 年秋から 2018 年秋までの構内のタヌキの生息状況は，

1 頭での目撃情報が続き，ため糞場の利用も僅かだった。2018 年 8 月上旬にため糞場を利

用するタヌキがセンサーカメラにより撮影されたものの，下旬に構内で 1 頭の死体がみつ

かった後，現在まで目撃情報はない。また構内の大規模工事に伴うタヌキの生息場の環境

変化について記録した。 

 

Keywords: 練馬区，ホンドタヌキ，疥癬，箱罠，目撃情報， 

センサーカメラ，たぬきマップ 

 

はじめに

タヌキ Nyctereutes procyonoides は世界に 1 属 1 種しかいない東アジアに自然分布するイ

ヌ科で（佐伯，2008），東京都区内に生息する唯一の在来中型哺乳類である。近年，都心に

すむタヌキの食性や行動様式などの研究がされているが，捕獲された個体についての情報

はそれほど多くない（Endo et al. 2005；小泉ほか，2017）。東京都練馬区に位置する武蔵学

園構内には 20 年近く前からタヌキが生息しているとされており（白井，2017），2018 年 3

月に疥癬とみられるタヌキが確認されたため，記録として報告する。 

加えて，白井（2017）による 2016 年 4 月～2017 年 9 月までの武蔵学園構内のタヌキの生

息状況の続報として，それ以降の 2017 年 10 月～2018 年 9 月までの生息状況と，センサー

カメラを用いたため糞場での行動観察，構内の改修工事に伴うタヌキの生息場所の環境の

変化も合わせて記す。 
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武蔵学園構内で確認された疥癬のタヌキ

2018 年 3 月 14 日深夜 1 時半ごろ，武蔵学園構内の 9 号館裏（地点 A）のハクビシン捕獲

用の箱罠に疥癬のタヌキが混獲された（図版 1 A–B，図版 5）。巻尺と上皿自動秤により計

測したところ，およそ 34cm 程度の大きさで体重は 3.25kg の若い個体だった（腹部に陰嚢

のような膨らみが確認できたが性別は不明）。頭部と尾部，四肢に毛はあるが首部から胴部

にかけ完全に脱毛していることから疥癬に罹患していると考えられた。ライトで照らして

も暴れることなくじっとしていた（図版 1 C）。巡回中の警備員によると 0 時前後には入っ

ていなかったため，箱罠に入って間もないと考えられる。 

今回疥癬のタヌキが混獲された箱罠は，本学園の施設課により建物内に侵入するハクビ

シンの糞尿被害の対策のために業者に依頼して設置されたものである。2015 年 12 月頃か

らハクビシン駆除を目的として構内に複数個所設置され，踏み板式の片側扉の箱罠

（W260×H300×D820mm）で，誘引餌はリンゴやオレンジなどが用いられる（図版 1 A–C）。

ハクビシンが捕獲された場合（図版 3 B）は業者に引き渡されるが，ハクビシン以外の動物

（鳥類やネコ，タヌキなど）が混獲された場合は，仕掛けを外し逃がすことになっている。 

疥癬のタヌキの計測と観察ののち，2 時半ごろ箱罠から逃がしたところ大学正門方向に

駆けていった。その僅か約 15 分後の 2 時 45 分に大学図書館脇の側溝付近（地点 B）で再

び 1 頭のタヌキが目撃されたが，その個体は全身に毛が生え（図版 1 D），逃がした疥癬の

タヌキとは明らかに別個体と確認できた。地点 B はこれまで高頻度でタヌキが目撃される

ことから寝床に近いと考えられており，疥癬，あるいは脱毛の個体は 2016 年春から現在ま

で構内の 100 件近い目撃情報やセンサーカメラで確認されたことはない（白井，2017）。こ

のことから今回みつかった疥癬のタヌキは偶発的に学外から入り迷い込んだものと考えら

れる。 

疥癬はセンコウヒゼンダニ Sarcoptes scabiei の寄生によるイヌとの共通の疾病で，宿主の

皮膚内に穿孔して脱毛を引き起こし，皮膚が肥厚・象皮様化して衰弱させる（鈴木ほか，

1981；落合ほか，1995）。罹患した個体は二次感染などにより死亡し小さな個体群では絶滅

に追い込まれることもある（谷地森・山本，1992）。野生のタヌキの疥癬の拡大には人間に

よる餌付けとの関連が指摘されており（金子，2002；松尾ほか，2015），安易な給餌は禁物

である。疥癬は主に接触感染で広がることから，野外で飼育されるペットと双方向での感

染が起こりうるが，ペットからタヌキへの伝染が多いともいわれ（山本，1998；松山ほか，

2006），武蔵学園構内に生息するタヌキへの感染も懸念される。増井（1984）はタヌキの体

重は冬に増え春先に減るというデータを示しており，今回混獲された個体の 3 月に 3.25kg

という体重は生まれて一年に満たないとしても栄養状態が悪く，疥癬の影響もあるかもし

れない。 

 

年秋から一年間の構内におけるタヌキの生息状況と環境の変化

・生息状況（目撃情報，フィールドサイン）

前報の 2017 年 3 月から現在まで，断続的に 1 頭での目撃が続いている（目撃 31 件：2017

年 10 月 3 件，11 月 2 件，12 月 3 件，2018 年 1 月 1 件，2 月 1 件，3 月 6 件，4 月 2 件，5

月 3 件，6 月 6 件，7 月 3 件，8 月 1 件）。目撃場所の多くは大学図書館脇の側溝で（図版 1 

E，地点 B），今回新しく目撃された場所は高中旧理科棟裏の標本庫前である（図版 1 F．た

だしそれらの建物は 2018 年 8 月に解体され，現在はない）。2018 年 4 月と 5 月に濯川の玉

の橋下の排水路でもタヌキの足跡が確認されたものの，その後はみつかっていない（図版

5）。1 頭での目撃は 2017 年 3 月から 1 年以上続いているが，つがいや親子での目撃情報は

なく，2016 年夏に幼獣が確認された以降，2 年間幼獣がみつかっていないことから，この

2 年間は構内では繁殖していない可能性が高い。 

 

・ため糞場の利用とセンサーカメラで撮影されたタヌキ

2016 年 11 月以降（白井，2017），現在までため糞場 3 地点の使用はまれで，本報告の調

査期間中ため糞場 MG-1 でのみ（図版 5），少なくとも 11 日間のため糞場の利用が確認され

た（2017 年 10 月 1 回，2018 年 6 月 1 回，7 月 6 回，8 月 3 回）。 

2018 年 8 月初旬にため糞場 MG-1 において一晩で 2 回のため糞場の利用があり，その様

子をセンサーカメラで動画撮影した（図版 2）。8 月 9 日 20 時頃，1 回目となる 1 匹のタヌ

キが現われ，排糞をして立ち去った。その約 30 分後に再び別個体と思われる 1 匹のタヌキ

が現れ，排糞をした。山本（1984）は，ため糞の交換や移動などの操作をした後の飼育個体

の行動観察から，自分の糞，血縁関係のある個体の糞，見知らぬ個体の糞と遭遇した際に，

「糞の臭いを嗅ぐ時間」が順に長くなることを報告している。今回，残念ながらセンサー

カメラでは，臭いをかぐ行動の途中からしか撮影されておらず定量的なデータは得られな

かったものの，短時間の内に同一個体がしっかりとした排便をすることは考え難いことや，

体毛の模様が異なるように見えることから，別個体の可能性が高い。そうであるならば，

目撃は 1 頭であるがその期間は構内には単独で行動する 2 頭がいたことになる。同様に翌

10 日 20 時頃にも短時間のうちに 2 回の別個体と思われるタヌキの訪問と排糞が撮影され

た。今回撮影されたため糞場での行動はおおよそ田中ほか（2012）で報告されている里山

のタヌキの例と類似していた。そのほか排糞中とその前後に鳴き声を発し，何らかのコミ

ュニケーションとみられる行動も確認できた。 

なお，今回センサーカメラでの排糞時刻とその後の目視での観察から，夏場にされた糞

は糞虫等により分解が非常に早く1–2日程度で形を留めず失われてしまうことが分かった。 
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平沢（2006）で指摘されている通り，夏場でのサンプリングは迅速に行うべきだといえる。 

 
・ハクビシン用の箱罠に混獲されたタヌキ（ 年 月）

2017 年 12 月 10 日に大学 2 号館裏（地点 C）でハクビシン捕獲用の箱罠にタヌキが混獲

された（図版 3 A, 図版 5）。この個体は疥癬ではなかった。この場所は警備員の巡回ルート

ではあるが，これまで目撃情報がなく（白井，2017），タヌキは決まったルートを通ること

が多いとすると，この個体も偶発的に学外から入ってきた可能性がある。その後，警備員

により箱罠の仕掛けが外され逃げていった。 

構内の箱罠は前述のようにハクビシン駆除のために 2015 年頃から業者により設置され

たものである。構内でタヌキの目撃情報が 100 回近くあり頻繁に活動していたとされる

2016 年度であっても箱罠に混獲されることはなかった。これらの事をあわせて考えると，

武蔵学園構内に生息しているタヌキは箱罠に入りにくく，偶発的に学外から入り込んでき

たタヌキが箱罠で入るということがあるのかもしれない。 

 
・ 号館裏の 字溝で見つかったフィールドサイン

2017 年 12 月 28 日に 9 号館裏（地点 A）の U 字溝付近を探索した（図版 4 A, 図版 5）。

この場所はため糞場 MG-1 に近く，センサーカメラでもタヌキとハクビシンが良く撮影さ

れている（白井，2017）。U 字溝のコンクリート蓋を外したところ，動物の骨や噛み跡の付

いたマヨネーズ容器や硬式テニスボールが確認された（図版 4 B–F）。タヌキは寝床付近で

遊ぶことから（盛口，1997），通り道（パス）としてだけなく寝床としてこの付近を利用し

ている可能性もある。 

 
・高中グラウンド脇でみつかったタヌキの死体（ 年 月）

2018 年 8 月 27 日に高中野球グラウンド脇の側溝でタヌキの死体が見つかった（地点 D, 

図版 5）。集水桝から U 字溝に体を半分出した状態でみつかり，異臭が強く全体に蛆が付着
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校中学校標本庫に収蔵される予定である。 

 
・工事に伴う環境の改変（ 年 月～）

これまでタヌキが確認されている場所は，現在進行中の高中エントランス部の工事や学

園の改修等の工事に伴い環境が比較的大きく変化している（図版 5）。通り道，あるいは寝

床に近いとみられる 9 号館裏の喫煙小屋付近（地点 A）は，2018 年 4 月に喫煙所が撤去さ

れ，タヌキが通ることもある冷却塔がみえる開放空間になった。2018 年 7 月より東門～高

中エントランス部と軟式テニスコートなど整備のために，旧理科棟の裏の雑木林が消失し，

濯川の玉の橋下流の排水路の暗渠化が進んでいる（エントランス部工事エリア）。それらの

場所は目撃情報やセンサーカメラでの撮影，足跡などのフィールドサインが確認され（図

版 2 E–F），冬季の餌資源となりうる果実の樹木も含んでいる場所である（白井，2017；飯

島ほか，2018）。さらに 2018 年 8 月に大学図書館の空調整備のために 3 号館中庭の一角に

室外機の集中的な設置場が設けられ，ため糞場のひとつ MG-3 と獣道が消失した（室外機

設置エリア）。 

このように構内のタヌキを取り巻く環境は急変しつつあり，今後タヌキの生活は変化す

ると思われる。岩本ほか（2012）は河川改修工事に伴うタヌキの行動変化を調べ，元の生息

地への高い固執性や順応性を示している。タヌキは環境変化に柔軟に対応し都市に生息す

る唯一の在来食肉目といわれており，今後の構内での行動の変化から都市に生きるタヌキ

がどのように開発や環境改変に対応するのかに注目したい。 

 
今後の展望

2018 年 9 月以降，目撃情報やフィールドサインで構内のタヌキの確実な生息情報はない

ものの，今後の研究課題を記しておく。タヌキの個体識別やそれに基づくため糞場での行

動観察，武蔵学園という都市の小さな孤立林にすむタヌキの食性の長期的な経年変化や，

構内に同所的に生息する同じ食肉目のハクビシンとの食性や行動の比較，ノネコとの種間

関係，タヌキの糞に集まる糞虫やハネカクシなどの訪糞昆虫調べなどがある。武蔵学園に

は食物連鎖の高次消費者であるタヌキを育めるだけの自然があり，タヌキを通してそこに

生息する生き物たちの営みをみつめていきたい。 

 

謝辞

前報（白井，2017）に引き続き目撃や箱罠に入ったタヌキの情報の提供は，内海幸哉さ

ん，池原 満さん，蛭間一也さん，亀井哲夫さん（当時含む）はじめ武蔵学園守衛所の警備

員の皆さんにお世話になった。本校生物部の部員には実地調査にご協力頂いた。本校英語



武蔵学園構内で確認された疥癬タヌキと 2017 ～ 2018 年のタヌキの生息状況

－ 85 －

 

校中学校標本庫に収蔵される予定である。 

 
・工事に伴う環境の改変（ 年 月～）

これまでタヌキが確認されている場所は，現在進行中の高中エントランス部の工事や学

園の改修等の工事に伴い環境が比較的大きく変化している（図版 5）。通り道，あるいは寝

床に近いとみられる 9 号館裏の喫煙小屋付近（地点 A）は，2018 年 4 月に喫煙所が撤去さ

れ，タヌキが通ることもある冷却塔がみえる開放空間になった。2018 年 7 月より東門～高

中エントランス部と軟式テニスコートなど整備のために，旧理科棟の裏の雑木林が消失し，

濯川の玉の橋下流の排水路の暗渠化が進んでいる（エントランス部工事エリア）。それらの

場所は目撃情報やセンサーカメラでの撮影，足跡などのフィールドサインが確認され（図

版 2 E–F），冬季の餌資源となりうる果実の樹木も含んでいる場所である（白井，2017；飯

島ほか，2018）。さらに 2018 年 8 月に大学図書館の空調整備のために 3 号館中庭の一角に

室外機の集中的な設置場が設けられ，ため糞場のひとつ MG-3 と獣道が消失した（室外機

設置エリア）。 

このように構内のタヌキを取り巻く環境は急変しつつあり，今後タヌキの生活は変化す

ると思われる。岩本ほか（2012）は河川改修工事に伴うタヌキの行動変化を調べ，元の生息

地への高い固執性や順応性を示している。タヌキは環境変化に柔軟に対応し都市に生息す

る唯一の在来食肉目といわれており，今後の構内での行動の変化から都市に生きるタヌキ

がどのように開発や環境改変に対応するのかに注目したい。 

 
今後の展望

2018 年 9 月以降，目撃情報やフィールドサインで構内のタヌキの確実な生息情報はない

ものの，今後の研究課題を記しておく。タヌキの個体識別やそれに基づくため糞場での行

動観察，武蔵学園という都市の小さな孤立林にすむタヌキの食性の長期的な経年変化や，

構内に同所的に生息する同じ食肉目のハクビシンとの食性や行動の比較，ノネコとの種間

関係，タヌキの糞に集まる糞虫やハネカクシなどの訪糞昆虫調べなどがある。武蔵学園に

は食物連鎖の高次消費者であるタヌキを育めるだけの自然があり，タヌキを通してそこに

生息する生き物たちの営みをみつめていきたい。 

 

謝辞

前報（白井，2017）に引き続き目撃や箱罠に入ったタヌキの情報の提供は，内海幸哉さ

ん，池原 満さん，蛭間一也さん，亀井哲夫さん（当時含む）はじめ武蔵学園守衛所の警備

員の皆さんにお世話になった。本校生物部の部員には実地調査にご協力頂いた。本校英語



白井亮久

－ 86 －

科の楠部与誠さんと K. Bergman さんには英語表現について校閲頂いた。武蔵学園施設課に

はハクビシン駆除用の箱罠の設置について教えて頂き，武蔵大学図書館の閲覧係の方々に

は文献の取り寄せで大変お世話になった。記してお礼申し上げる。本研究には，本校の個

人研究費（2017–2018 年度「使える標本庫を作りつつ，研究する」）の一部を使用した。 
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図版 1 箱罠に入った疥癬タヌキ(A–C)と，構内で目撃されたタヌキ(D–F) 

 

A: ハクビシン用の箱罠の設置状況 B: 混獲された疥癬タヌキ 

 

C: 疥癬のタヌキ(体重 3.25kg) 誘引餌のオレンジが写っている （ 年 月 日 時 分） 

D: 大学図書館の中庭側の側溝で確認されたタヌキ 全身に毛があり，直前に見つかった疥癬個体

（上記の ）とは別個体であると分かる （ 年 月 日 時 分，発見は 時 分）

 
E: 大学図書館の中庭側の側溝で目撃されたタヌキ 年 月 日 時 分

F: 旧理科棟裏の標本庫前で目撃されたタヌキ （ 年 月 日 時 分，守衛所 亀井さん撮影）

B A 

D C 

F E 

 

図版 2 ため糞場MG-1での排糞行動 

 
 

 
ため糞場 MG-1で糞をするタヌキ(A)と，その約 30分後に糞をするタヌキ(B)． 

（黒矢印は１回目の糞で，灰矢印は２回目の糞） 
説明：センサーカメラで撮影された 2018 年 8 月 9 日夜の 2 回のため糞場の利用。排糞前にその場の臭いを嗅ぎ，
既に糞がある時には少し離れたところにする（A と B）。１度の排糞は 2～4 回に分けられ，結果的に数個にみえるこ
ともある。糞便前後で高い鳴き声を発し，排糞中は体を反らせ遠吠えのようなしぐさをしていた。排糞後は速やかに

その場から離れる。体毛の模様が異なる別個体に見えるが判定は難しい。増井(1980)の野外観察による，個体によ
り毛色の濃淡の違いがあることや，雌雄の区別として排尿時にオスは片足を上げ，メスは跨ぐように行うことは，今後

の個体識別の参考になるかもしれない。  

A 

B 
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図版 1 箱罠に入った疥癬タヌキ(A–C)と，構内で目撃されたタヌキ(D–F) 

 

A: ハクビシン用の箱罠の設置状況 B: 混獲された疥癬タヌキ 

 

C: 疥癬のタヌキ(体重 3.25kg) 誘引餌のオレンジが写っている （ 年 月 日 時 分） 

D: 大学図書館の中庭側の側溝で確認されたタヌキ 全身に毛があり，直前に見つかった疥癬個体

（上記の ）とは別個体であると分かる （ 年 月 日 時 分，発見は 時 分）

 
E: 大学図書館の中庭側の側溝で目撃されたタヌキ 年 月 日 時 分

F: 旧理科棟裏の標本庫前で目撃されたタヌキ （ 年 月 日 時 分，守衛所 亀井さん撮影）

B A 

D C 

F E 

 

図版 2 ため糞場 MG-1での排糞行動 

 
 

 
ため糞場 MG-1で糞をするタヌキ(A)と，その約 30分後に糞をするタヌキ(B)． 

（黒矢印は１回目の糞で，灰矢印は２回目の糞） 
説明：センサーカメラで撮影された 2018 年 8 月 9 日夜の 2 回のため糞場の利用。排糞前にその場の臭いを嗅ぎ，
既に糞がある時には少し離れたところにする（A と B）。１度の排糞は 2～4 回に分けられ，結果的に数個にみえるこ
ともある。糞便前後で高い鳴き声を発し，排糞中は体を反らせ遠吠えのようなしぐさをしていた。排糞後は速やかに

その場から離れる。体毛の模様が異なる別個体に見えるが判定は難しい。増井(1980)の野外観察による，個体によ
り毛色の濃淡の違いがあることや，雌雄の区別として排尿時にオスは片足を上げ，メスは跨ぐように行うことは，今後

の個体識別の参考になるかもしれない。  
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図版 3 生息状況（箱罠，死体，消失した場所） 

 

A: 4号館裏（地点 C）の箱罠に混獲されたタヌキ （ 年 月 日，守衛所 蛭間さん撮影） 

B: 高中保健室前の箱罠で捕獲されたハクビシン （ 年 月 日，施設課撮影） 

  

C: 見つかったタヌキの死体（左が頭部，体長は 50cm 程度） 年 月 日  

D: 死体が発見された場所 左が濯川，右が人工芝のグラウンド。矢印が発見場所の集水桝

 
改修工事で消失した場所で撮影されたタヌキ（撮影は 2017年夏）． 

E: 濯ぎ川最下流付近の側溝  F: 旧理科棟裏の標本庫付近の雑木林  

B A 

D C 

E 

 
F 

 

図版 4 生息近況（９号館裏で見つかったフィールドサイン） 
 

  
A: 9号館裏の外観 B: 噛み跡の付いたテニスボール  

  

C: マヨネーズ容器の落ちていた様子 D: 噛み跡の付いたマヨネーズ容器 

 

E: U字溝に落ちている骨 F: 骨の一つ（大腿骨） 

 

 

Ａ B 

C D 

E F 
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図版 3 生息状況（箱罠，死体，消失した場所） 
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D: 死体が発見された場所 左が濯川，右が人工芝のグラウンド。矢印が発見場所の集水桝

 
改修工事で消失した場所で撮影されたタヌキ（撮影は 2017年夏）． 
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図版 5 学内地図（武蔵たぬきマップ 2016をもとに） 
 
 
 

 
 

図．2017年から 2018年にかけての構内のタヌキの生息と環境の改変 

白井（2017）の「武蔵たぬきマップ 2016」を改変して加筆。2017–18 年の出来事を赤字で示した。 

  

 

【補遺】

本稿の入稿直前に構内でタヌキが混獲されたため，その記録を付しておく。武蔵大学の

白雉祭期間中の 2018 年 11 月 4 日深夜 1 時 15 分頃，大学 2 号館裏（地点 C）のハクビシン

用の箱罠に冬毛のタヌキが混獲された。体重 4.40kg，50cm 程度の大きさで疥癬個体ではな

かった（写真 A）。箱罠に誘引餌はなかった。計測中，断続的に排尿と少量の排糞もみられ

た。排尿はしゃがんで行っていた。2 時 30 分頃，箱罠設置場所付近で逃がしたところ構内

を駆けていき，約 95cm の壁をジャンプし辛うじてよじ登り（写真 B，赤丸がジャンプした

タヌキ），姿を消した。今年の 8 月下旬以降 2 ヶ月間構内で目撃情報がなかったことや誘引

餌のない箱罠に入り込んでいることから，今回混獲された個体は学園構外から入ってきた

ものと考えられる。その後，4 時 45 分頃にも大学 9 号館の下で同一個体とみられるタヌキ

が徘徊していた。今後，この個体が構内で定着するか等を注視していきたい。 

加えて，箱罠に入った前日の 11 月 3 日 4 時 35 分に，ため糞場 MG-1 に設置したセンサ

ーカメラで約 3 ヶ月ぶりにタヌキが撮影され，排糞が確認された（写真 C はその翌日に撮 

（次ページへ） 

 

写真 A．箱罠に入ったタヌキ（体重 4.40kg） 写真 B．ジャンプし 95cm の壁を登るタヌキ 

 
写真 C．3 ヶ月ぶりにため糞場 MG-1 に現われた排糞中のタヌキ 

写真 D．ため糞（センサーカメラの記録から 1 晩にされた 3 回分の糞と分かる） 
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D C 

95cm の壁 

１回目

 

２回目
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図版 5 学内地図（武蔵たぬきマップ 2016をもとに） 
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白井（2017）の「武蔵たぬきマップ 2016」を改変して加筆。2017–18 年の出来事を赤字で示した。 
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かった（写真 A）。箱罠に誘引餌はなかった。計測中，断続的に排尿と少量の排糞もみられ
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を駆けていき，約 95cm の壁をジャンプし辛うじてよじ登り（写真 B，赤丸がジャンプした

タヌキ），姿を消した。今年の 8 月下旬以降 2 ヶ月間構内で目撃情報がなかったことや誘引

餌のない箱罠に入り込んでいることから，今回混獲された個体は学園構外から入ってきた

ものと考えられる。その後，4 時 45 分頃にも大学 9 号館の下で同一個体とみられるタヌキ

が徘徊していた。今後，この個体が構内で定着するか等を注視していきたい。 

加えて，箱罠に入った前日の 11 月 3 日 4 時 35 分に，ため糞場 MG-1 に設置したセンサ
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（前ページより） 

影された画像，写真 Dはその時の糞）。センサーカメラの撮影画像で同年 8月の個体（図版

2）と比較すると，夏毛と冬毛という点で異なるものの一回り近く大きな個体であることが

分かる（写真 C）。訪問したタヌキは 1 分 30 秒以上ため糞場の臭いを嗅いだ後に糞をした

ことが撮影動画で確認できた。その日以降ため糞場の利用が始まり，しばらくの間は一晩

に 3回の利用が続いた（写真 D）。目撃情報やセンサーカメラで撮影された画像から判断す

ると，ため糞場の利用個体はいずれも同一個体で，箱罠に入った個体と思われる。センサ

ーカメラの記録と翌朝の糞の観察から，一晩にされた3個の糞の形状の違いがみつかった。

3回の利用時には，いずれも 1回目の糞は棒状の硬いもの，2回目の糞は形があるものの小

ぶりのもの，3回目の糞は形がなく液体状のどろっとしたものである傾向がみられた（写真

D）。このように回数毎，糞の量は少なく質感も軟らかいものになった。また日に日に，た

め糞場での臭い嗅ぎ行動の時間が短くなった。今後，ため糞場での行動も観察していきた

い。 

 

 

 

 

******************************************************************************** 
Shirai, A. (2018) A report of a raccoon dog with a symptom of sarcoptic mange, temporarily 

captured on the campus of Musashi Academy, and notes on the raccoon dogs on campus from 

2017 to 2018. The Musashi Bulletin. 3, 81–94. 

 

Abstract 

In March 2018, a raccoon dog that seemed to have scabies was captured in the Musashi Academy 

Campus (Nerima Ward, Tokyo). This individual dog was not the one inhabiting the campus, and it is 

considered that it accidentally entered from the outside. Only one raccoon dog was found on the 

campus for one year from the autumn of 2017, and the latrine sites were seldom used. In early August 

2018, a raccoon dog using a latrine site was recorded by a sensor camera, but after one individual 

raccoon dog was found dead in late August, there has been no further information or field signs to 

date. I also recorded the environmental changes of the habitat of the raccoon dogs due to the 

construction on the campus.  

******************************************************************************** 

 

 

武蔵高等学校における「総合講座」

 
加藤十握 

(国語科・教頭) 

 

 

本校において「総合講座」と呼ばれる総合的な学習の時間の前身は、1994年に男女共修

となった高校の家庭科授業に求められる。その際に本校では、家庭科の授業の本質にさか

のぼっての議論を行い、生活における様々な知識や技能を、座学のみならず体験すること

によって体得することが重要であるとの結論に至った。その結果、その根本理念に基づい

て、複数の講座を設けて生徒に選択させることとなった。そうして多様な講座が設けられ

る中で、北海道での農業・漁業実習や、沖縄での農業実習、関東近県での稲作実習など、

校外に出て様々な体験を行う講座も、担当教員自らが現地のリソースを開拓することによ

って設置される。 

その後、2003年から高校に「総合的な学習の時間」が設置された。その授業を設置する

にあたって再びの議論の結果、これまでの家庭科の授業での実践の多くが「総合的な学習

の時間」の目的に合致すると考えられ、それまでの 10年間にわたる講座制授業を継承発展

する形で「総合講座」授業が高校 1年次に設置される。開設当初に設けられた講座は、「園

芸実習」「修理と工作」「法と人権」「プログラミング入門」「世界の料理」など多種多様で

あり、そのまま本校の懐の広さを象徴するごとき授業となって現在に受け継がれている。

勿論校外での体験授業も発展的に受け継がれ、「国境の島対馬を体験する」「読谷農業実習」

「八郷自然農業実習」「八王子稲作実習」「幼稚園で学ぶ」「古文書調査実習」などが設置さ

れており、2018年も北海道や沖縄県、長崎県対馬、岩手県三陸釜石、宮城県鳴子などにお

いて、地域の方々のお世話になりつつ有意義な体験学習が行われている。 

以上の経緯を経て、各教員の主体的な講座設定の伝統は現在の「総合講座」授業におい

ても、体験学習や座学を合わせて毎年 30にも及ぶ講座に結実している。それはすなわち、

「自ら調べ自ら考える力のある人物」とならんことを三理想の一に掲げる本校の教育実践

の象徴の一つと言っても過言ではなく、生徒のみならず、教員自らが常に面白く、かつ大

切に思うことを教育において追及、実践してゆく姿勢の表れに他ならない。本誌では、本

校の「総合講座」の広く豊かな実践の一面をお伝えしてゆきたい。 

 


